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２
月
17
日
に「
う
し
く
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
」の
最
終
審
査
が
行
わ
れ
、
最
優

秀
賞
と
優
秀
賞
２
点
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
牛
久
産
小
麦〝
ゆ
め
か
お
り
〟

を
主
原
料
と
し
た
も
の
」で
、
応
募
総
数
73

点
の
中
か
ら
書
類
選
考
で
選
ば
れ
た
６
作

品
が
競
い
合
い
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
に
輝

い
た
の
は
、
坪
井
孝
賢
さ
ん（
島
田
町
在
住
）

の「
か
っ
Ｐ
ー
ザ
ま
ん
」。
優
秀
賞
は
、
マ

キ
の
パ
ン
屋
・
藤
田
真
紀
さ
ん（
土
浦
市
在

住
）の「
味
噌
ら
っ
か
せ
い
ベ
ー
グ
ル
」と
大

林
ひ
ろ
こ
・
穣
・
櫂
さ
ん（
中
央
在
住
）の「
ゆ

め
か
お
り
ピ
ー
チ
ョ
コ
ス
コ
ー
ン
」。

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
地
元
で
育
て

た
安
心
安
全
な「
ゆ
め
か
お
り
」
の
香
り
の

良
さ
と
素
朴
な
味
わ
い
を
活
か
し
た
、
レ
ベ

ル
の
高
い
作
品
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

す
で
に
学
校
給
食
で
は
、
こ
の
小
麦
を
使

用
し
た
パ
ン
や
麺
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
庭
で
も
お
試
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、

参
加
作
品
の
レ
シ
ピ
を
農
業
政
策
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
中
で
す
。
今
後
、
市
の
イ
ベ
ン

ト
で
も
販
売
予
定
で
す
の
で
、
お
楽
し
み
に
！

問　

「
ゆ
め
か
お
り
」
の
購
入
や
問
い
合

わ
せ
は
…
う
し
く
グ
リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム

（
株
）☎
８
７
５
・
１
３
３
３

そ
れ
ぞ
れ
の
ゆ
め
を
形
に

　

～
う
し
く
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
～

話題
街にひろう

彫
刻
家
の
一
色
氏
が

文
化
庁
長
官
表
彰
受
賞

1月23日、市役所を表敬訪問した

一色邦彦氏（写真中央）

　

12
月
４
日
、東
京
都
千
代
田
区
で「
平

成
25
年
度
文
化
庁
長
官
表
彰
」
が
発
表

さ
れ
、
市
内
に
在
住
の
一い
っ
し
き色
邦く
に
ひ
こ彦
氏
が

「
彫
刻
家
と
し
て
永
年
に
わ
た
り
、
優

れ
た
制
作
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
各

地
に
野
外
彫
刻
を
設
置
し
て
街
を
彩
る

な
ど
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
多
大
な
貢

献
を
し
た
」
と
し
て
、
文
化
庁
長
官
か

ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
色
氏
は
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
ロ
ー
タ
リ
ー
に
あ
る
牛
久
市
市
制

記
念
の「
ふ
れ
あ
い
の
像
」
の
制
作
や
、

「
う
し
く
現
代
美
術
展
専
門
委
員
」、「
ビ

エ
ン
ナ
ー
レ
う
し
く
特
別
顧
問
」
な
ど

も
歴
任
。受
賞
に
つ
い
て
一
色
氏
は「
嬉

し
い
で
す
。
日
本
文
化
が
見
直
さ
れ
て

い
る
昨
今
、
我
々
が
芸
術
文
化
を
ど
う

す
る
か
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

と
話
し
ま
し
た
。

全
国
高
校
生
の

文
化
の
祭
典
に
む
け
て

　

今
年
の
７
月
27
日
か
ら
31
日
に「
第

38
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭 

い
ば

ら
き
総
文
２
０
１
４
」が
茨
城
県
内
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
高
等
学
校
総
合
文

化
祭
と
は
、
文
化
部
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

と
も
呼
ば
れ
る
全
国
の
高
校
生
の
文
化

の
祭
典
で
、
高
校
生
が
発
表
や
展
示
を

行
い
、
日
ご
ろ
の
成
果
を
発
揮
す
る
も

の
で
す
。

　

牛
久
市
で
は
７
月
30
・
31
日
に
市
中

央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で「
日
本
音
楽
」

の
部
門
を
開
催
。
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
２

月
７
日
、
運
営
に
参
加
す
る
牛
久
高
等

学
校
の
学
生
代
表
の
４
人
と
大
会
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ふ
れ
あ
ち
ゃ

ん
」が
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

大会マスコットキャラクター「ふれあ

ちゃん」もキャンペーンで訪問

1. かっぱの顔をモチーフにした最優秀賞

「かっＰーザまん」、2. 牛久産の味噌とらっか

せいを使った「味噌らっかせいベーグル」、3.手

軽にできる「ゆめかおりピーチョコスコーン」
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小
さ
な「
つ
な
が
り
」を

大
き
な「
ひ
ろ
が
り
」へ

～
う
し
く
男ひ
と

・
女ひ
と

フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
～

1. オープニングアトラクションの牛久高等

学校吹奏楽部による演奏、2. パネルディス

カッションの様子、3. 藻谷浩介氏の講演

　

２
月
１
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

「
う
し
く
男
・
女
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
４
」が
開
催

さ
れ
、
約
１
０
０
０
人
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
、
生
き
る
意
識
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は「
子

育
て
・
教
育
」に
焦
点
を
あ
て
、
市
職
員
に
よ
る

「
男
女
共
同
参
画
と
牛
久
の
ま
ち
づ
く
り
」の
発

表
や
市
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

藻も
た
に
こ
う
す
け

谷
浩
介
氏（（
株
）日
本
総
合
研
究
所
調
査
部
主

席
研
究
員
）に
よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
長
谷
川
幸
介
先
生（
茨
城
大
学
准
教

授
）を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
５
人
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
意
見
交
換
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
、

浅
野
繁
夫
氏（
下
町
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長
）
は

「
元
気
な
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
高
齢
者
も

ぜ
ひ
一
緒
に
地
域
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
今
こ
そ
、
地
域
の
発
展
は
男
女

共
同
参
画
か
ら
～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

へ
～
」と
題
し
た
藻
谷
氏
の
講
演
で
は
、
日
本

の
人
口
問
題
と
牛
久
市
の
現
状
・
将
来
予
測

に
つ
い
て
、「
労
働
力
が
減
少
し
て
も
地
域
が

発
展
し
て
い
く
に
は
、
現
在
働
い
て
い
な
い

女
性
た
ち
の
社
会
参
加
と
社
会
参
加
し
や
す

い
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
」と
話
し
ま
し
た
。

地
域
の
安
全
・
安
心
に
向
け
て

　

２
月
８
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で「
う
し
く
安
全
・
安
心
ワ
ー
ル

ド
２
０
１
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
桜
川
市
民
劇
団「
ど
て
か

ぼ
ち
ゃ
」
に
よ
る
振
り
込
め
詐
欺
防
止

寸
劇
で
は
、
来
場
者
は
ユ
ー
モ
ア
溢
れ

る
劇
を
見
な
が
ら
、
詐
欺
の
手
口
を
学

習
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
２
部
で
は「
今
日
か
ら
役

立
つ
、家
庭
と
地
域
の
実
践
的
防
災
術
」

を
テ
ー
マ
に
、
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所

所
長
の
山
村
武
彦
氏
が
講
演
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
の
被
害

状
況
の
映
像
を
交
え
、
地
震
か
ら
命
を

守
る
退
避
行
動
や「
建
物
や
心
の
耐
震

化
」
な
ど
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

宝
く
じ
の
助
成
金
で

  

防
災
資
機
材
を
整
備

←神谷防災会で導入

した発電機、ホットガ

ン、リヤカー（写真左）

　

緑
ヶ
丘
、
み
ど
り
野
、
つ
つ
じ
が
丘
、

本
町
お
よ
び
神
谷
の
各
防
災
会
で
は
、

財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
募
集

し
た「
平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
」
に
よ
る
宝
く
じ
助
成
金
を
受

け
て
、防
災
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

各
防
災
会
で
は
、
自
分
た
ち
の
地
域

は
自
分
で
守
る
と
い
う
意
識
の
も
と
、

自
主
的
な
防
災
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
て
、
今
後
も
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
一
層
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
☎
内
線
１
６
８
１

みどり野防災会で導

入した防災倉庫（写

真右）→

2

1

3

時代劇風の「振り込め詐欺防止寸劇」
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ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

子
ど
も
た
ち
が
提
言

　

１
月
25
日
、
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
大
講
座
室
で「
か
っ
ぱ
大
交
流
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は「
ス
ロ
ー
シ
テ
ィ
の
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
牛
久
市
へ
の
提
言
」
を

テ
ー
マ
に
、
市
内
小
中
学
校
代
表
４
校

（
牛
久
小
学
校
、
向
台
小
学
校
、
牛
久

第
一
中
学
校
、
牛
久
第
三
中
学
校
）
の

他
に
、「
未
来
塾
」（
三
重
県
大た

い

き紀
町
立

七な

な

ほ保
小
学
校
の
小
学
生
と
そ
の
卒
業

生
）
の
児
童
・
生
徒
、
牛
久
南
中
学
校

の
環
境
学
習
に
関
わ
っ
た
筑
波
大
学
な

ど
の
学
生
が
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
環
境

学
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

牛
久
小
学
校
の
児
童（
左
写
真
）
は
、

「
生
き
物
と
話
を
し
よ
う
」
と
題
し
て
、

生
き
物
が
住
み
や
す
い
環
境
に
つ
い
て

調
べ
た
こ
と
や
、
学
ん
だ
こ
と
を
下
級

生
に
分
か
り
や
す
い

ク
イ
ズ
形
式
で
教
え

て
い
る
こ
と
な
ど
を

発
表
し
ま
し
た
。
筑

波
大
学
の
小お

ご

う河
澄
香

さ
ん
は
耕
作
放
棄
地

と
な
っ
た
谷
津
田
を

復
田
さ
せ
る
活
動
な

ど
に
つ
い
て
発
表
。

家
庭
教
育
学
級
合
同
閉
級
式

　

１
月
30
日
、

市
中
央
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー

文
化
ホ
ー
ル
で

「
平
成
25
年
度

牛
久
市
家
庭
教

育
学
級
合
同
閉

級
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の
代
表
に

よ
る
実
践
報
告
が
行
わ
れ
、
最
後
に
牛

久
第
三
中
学
校
の
須
澤
美
貴
子
学
級
委

員
長
が
、
学
級
生
を
代
表
し
て
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た（
右
写
真
）。
第
２
部
で
は
、

蛯
原
幸
子
氏
と
守
谷
佐
恵
子
氏
に
よ

る
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
鑑
賞

し
、
第
３
部
で
は
、
犬
童
道
治
医
師（
医

学
博
士
、
犬
童
こ
ど
も
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
）か
ら
、「
こ
ど
も
の
か
ぜ
っ
て
？
」を

テ
ー
マ
に
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
一
年
間
の
家
庭
教

育
学
級
を
通
し
て
、
子
育
て
の
苦
労
や

悩
み
を
共
有
し
な
が
ら
、
親
同
士
が
学

び
合
い
、
自
ら
の
子
育
て
を
見
直
す
よ

い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

大
好
評「
い
も
ま
ん
！
」

おいしそうに「いもまん！」を

食べる児童たち

　

１
月
24
日
、
市
内
の

小
中
学
校
で
学
校
給
食

「
牛
久
の
日
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
牛
久
の

日
で
提
供
さ
れ
る
食
材
は
乳
製
品
と

調
味
料
以
外
は
全
て
牛
久
産
。
平
成
18

年
度
に
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
19
年
度
に
は
牛
久
産
の
サ
ツ
マ

イ
モ
を
使
い
、
市
内
の
製
造
業
者
に
特

別
に
依
頼
し
た「
い
も
ま
ん
！
」
が
提

供
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

「
い
も
ま
ん
！
」は
、
給
食
で
そ
の
日

食
べ
る
た
め
だ
け
に
作
ら
れ
て
お
り
、

保
存
料
が
使
わ
れ
て
い
な
い
た
め
一

般
販
売
が
で
き
な
い
食
品
で
す
。
ま
さ

に
幻
の
一
品
。
こ
の
日
、
牛
久
小
学

校
３
年
生
の
ク
ラ
ス
で
は
児
童
た
ち

は
笑
顔
で
完
食
し
た
後
、
お
か
わ
り
の

「
い
も
ま
ん
！
」
を
め
ぐ
り
ジ
ャ
ン
ケ

ン
大
会
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

「
ト
キ
が
舞
う
よ

う
な
谷
津
田
に
し

た
い
。
中
学
生
と

大
学
生
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
大
人

の
方
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と

話
し
ま
し
た
。
七

保
小
学
校
は
、
過

疎
化
で
荒
れ
た
茶
畑
を
地
元
の
方
た
ち

と
協
力
し
な
が
ら
再
生
さ
せ
、
茶
葉
を

商
品
化
し
た
成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。

平成25年度スポーツチャンピオンフェスティバル

バレーボール大会結果

＜1月19日、牛久運動公園体育館サブアリーナ＞

小学生を対象としたバレーボール大会が開催さ

れ、熱戦が繰り広げられました。

順　位 チーム名

優　勝 おくのバレーボールスポーツ少年団

準優勝 Hokulea

第３位 牛久市バレーボール協会
パネリストの市内各校の児童や生徒たち


